
岡山畜産便り 1961.09 

草の栄養価値と貯蔵 
岡山大学農学部教授 須 藤   浩 

 

 畜産経営上もっとも重要な問題の一つは、自給飼

料の増産確保ということである。酪農において乳牛

の生産費の 50～70％を飼料費が占めている現状であ

るが、自給飼料を多くして、購入飼料をなるべく少

なくし、生産コストの低減をはかることは大切なこ

とである。濃厚飼料費の割合は 25～30％が適正で、

これ以上になると経営は不利となる。それゆえ飼料

作物の合理的栽培、草地の造成等が重大な問題とな

ってくる。すなわち生草で利用するほか良質の乾草

とサイレージを調製し、これを計画的に有効に利用

することは経営上もっとも大切なことである。これ

らの乾草やサイレージをつかうことは畜産物を生産

するのに、安い飼料をつかうという結果になること

は第１図によっても明らかである。 

 

草はどのような時期に養分が多いか 

若ければ若いほど養分が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２図はアカクローバーとチモシーを放牧期（葉

が多く茎の少ない時期）、出穂期、開花初期、満開花

期の４期に刈りとって、その成分および消化率を調

べたものである。これによると蛋白質の含量は、生

育の進むに従って急激に減じ、繊維含量は反対に急

激に増加するのである。曲線上の数字は各成育期の

消化率を示したもので、カッコ内数字は総有機物の

消化率を示すものである。すなわち消化率は生育期

の進むにつれて減ずるのである。このように飼料価

値は生育段階の進むにつれて減じてくる。これは草

類の一般的傾向を示したもので、草のエネルギー、

蛋白質、ビタミン含量は、草が若ければ若いほど高

いことがわかる。実際草の生産価値は生育時期に支

配され、その草を化学分析しないでも推察できるこ

とになる。老草を与えるよりも若い短い草をやった

方が乳の生産は多いのである。 

 

植物はどの部分に養分が多いか 

葉の多いものに養分が多い 

 乾草でもサイレージでも同じであるが、材料は茎

の多いものよりも葉の多いものが養分含量は多いの

である。葉の割合と蛋白質、エネルギー、ミネラル、

ビタミン含量との間には密接な関係がある。また葉

の含量割合が高ければ高いほど、消化率が高くなり、

飼料の嗜好性もよくなるのである。粗剛な茎は家畜

の嗜好性を悪くするものである。いま２～３の牧乾

草の葉と茎の養分を比較してみると、第１、２表の

ようである。 

 また第２図はアルファルファ乾草の茎および葉の

ビタミンＡ含量を示すもので、葉は茎の４倍ものＡ

を含んでいる。 

いつ刈り取ったらよいか 
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 以上述べたことで、草の成分は葉の割合に多い若

い生育期にあるものが、養分の多いことが分り、こ

のようなものを材料にすれば養分の多い乾草やサイ

レージが得られることが分るが、植物が小さい間に

これを収穫するときは、単位面積当りの収量が少な

いので、経済的にはどの時期に刈りとるのが、一番

多量の養分をあげうるかということが、刈取期を決

定する因子になってくる。たとえばチモシーに於け

る養分の収量は第３図のようになっている。これで

は満開期において可消化蛋白質の収量がもっとも多

いことになる。このような見地からきめられた作物

の刈取適期は第３表のようになっている。 

 

放牧はなぜよいか 

 一例として、家畜を草地に放して自由に草を食わ

せたとき、胃に入るラジノクローバーの葉部は

99.6％を占めているのに対し、草全体の葉部は

65.6％を占めているのに過ぎない。第４表において

草地における家畜の採食部と残食部の草の組成を比

較すると、採食部の蛋白質含量は残食部の２倍に達

し、粗繊維含量も大差あることが分る。これからみ

ても家畜が自由に採食している時の草の組成は極め

て優れているもの推察される。また自由放牧である

と草はと極めて迅速に再生し、再生した部分の草の

飼料価値は極めて高く、この部分を家畜が又採食す

という具合で放牧大変有効だということになる。 

 

じょうずな乾草のつくり方 

 乾草にも天日、圧搾、人工等の方法があるが紙面

の都合上もっとも一般的な天日乾燥についてのみ述

べてみる。良い乾草を作るのには、 
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（１）材料を選ぶこと。荳科または荳科とイネ科の

混合がよい。マメ科植物は蛋白質、ビタミン、

無機質にとみ収量も多く、根瘤菌を接種した時

窒素を集める力がある。またイネ科とマメ科を

混合すると嗜好もよく、乾燥が容易で、土地の

侵蝕を制限するなどの利点がある。 

（２）適期に刈り取ること。前項で述べた。 

（３）葉を落とさないこと。葉の養分含量、消化率

の高いことは前述のとおりである。葉の割合が

乾草の等級を決定するもっとも重要な因子の一

つである。乾燥中表面は早く乾くのでホーク又

はテッダーで反転するが、葉が完全に乾かない

前に行なうように注意すると、葉の脱落を少な

くすることができる。 

（４）雨や露にあてず、なるべく短期間（２～５日）

で仕上げる。雨による損失は第４図のとおりで

ある。作物を刈った直後の雨はあまり多くの損

失を与えないが大部分乾燥を終った後の損失は

大きい。少なくとも蛋白質 20％、可溶無窒素物

のかなり多量が醗酵により失われる。出来上り

後の水分は貯蔵のきく 15％以下にする。 

 

乾燥度の検定 

 出来上った乾草の代表的な所をよく注意して選び、

一握りをとって、多少茎が破壊する程度にまげるか、

またはよじってみる。折れやすいほど乾燥している

のである。あるいは試料の中央の一部をとって細か

く切り、約１ℓの瓶につめる。これに小粒の食卓塩を

サジ１パイ加え、百回振盪する。それから瓶を上下

に動かし、次でカバーの上に食塩を振り落とす。塩

がそのままの小粒なら良。水分を吸収して固まりに

なるのは 25％以上の水分があることを示している。

はっきりしない時はサンプルを再び振盪して数分間

放置しておく。 

 乾草調製が好天気で、適切に行なわれた場合は、

緑草から飼料槽に入れて給与するまでの全損失はマ

メ科で 20～30％、イネ科で 10～15％をこえないもの

である。 

 

よいエンシレージをつくるには 

（１）作物の種類に応じて、一番よい、固有の生育

期に収穫すること。 

（２）材料の水分含量を調節すること。（70％程度） 

（３）材料を適当な長さに細切すること。 

（４）必要ならば添加剤または、調節材料を加える

こと。 

（５）サイロの中に、一様に分布させて、一様に踏

みつけること。 

（６）サイロを適当に封じ、おもしをすること。 

 このことを図に示せば、第６図のようである。 


